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京都未来戦略会議で将来議論始まる
京都未来戦略会議は、2026年１月に商工会議所の堀場

会頭の発案で始まった京都の未来に向けた戦略的な発
案を検討する会議体。今回、４月の中旬に開催されたの
が２回目となる。京都府知事、京都市長、京都大学総長、
経済界４団体のトップなどが集まり、京都の未来に向け
たアイデアを深化さすための会議として開催されている。

＜解説＞京都は京都市自体が世界遺産という極めて特殊な
環境下にある自治体。市内中心部には高速道路はなく、神社
仏閣が多くあり、大学も40校以上が存在するという極めて特殊

で珍しい地域になる。文化財の保存と産業の発展という、二律
背反の相矛盾したテーマを実現するミッションを背負っている。
世界的に見れば、ローマ、パリなど文化財と産業を融合し、発
展、成長を遂げている自治体も多くある。京都は世界的に規模
の大きな企業を多く輩出してきた。明治時代に創業した島津製
作所を筆頭に、その後ニンテンドー、京セラ、オムロン、ニデッ
ク、ローム、堀場製作所、村田製作所など、ビッグネームの大
企業を輩出してきた。しかし、1980年以降、IT技術の発達によ
り、世界的な大企業を輩出することがなくなり、世界の潮流

から取り残されている。インバウンドで海外からの観光客を始め、
京都に来てくれる観光客は年間5000万人を超える。しかし、観

光だけで京都が発展できるわけではない。この会議体は京都の
未来に向けて、どのような戦略をベースに投資をしていけばいい
のかを真剣に考える場として設けられた。学校法人立命館の森
島理事長から学生を支援する100億円ファンドの創設が提案さ

れた。優秀な学生や留学生に向けた給付型の奨学金制度（給
付型なので返済が不要）や、高校生が海外で見聞を広める留学
資金援助制度などが議論された。もともと強みのある半導体や
電子部品、伝統産業の後継者に向けた人材育成も課題と議論

された。京都市の松井市長からは、今後５年間が団塊の世
代から次世代に承継する匠の世界の後継者育成に向けた
問題提起がされた。京都府の西脇知事からは、これらの意
見を踏まえ、実務者協議の場を設けることが提案され、オー
ル京都でシンボルになるようなプランをまとめることで一致
した。次回は、京都駅前の再開発プランや、京都市内の交
通インフラに関する議論を予定している。産官学一体となり、
どのような戦略案がまとまるか。今後、50年、100年先に向
けた京都の未来を明るく描けるか。
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